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ハクサイにおけ る

L P肥料の利用

一一ハクサイゴマ症発生(生理障害〉防止効果一一

ハクサイは， 近年食生活の変化から，秋冬野菜として

の消費量はしだいに減少し 一方周年需要の傾向が高ま

って きた。各産地において，作期の拡大や作型の多用化

が進み， ハクサイにとって，必ずしも適当とは言えない

時期に栽培せざるをえない状況になってきた。そのため

写真 1 ハクサイゴマ症発生葉

富山県農業技術センタ一
野菜花き試験場 松本美枝子

病害や生理障害の発生が増加し，生産が不安定になって

きている。こうした傾向は，今日の栽培方法がハクサイ

の生育生理に必ずしも合致していないためと考えた筆者

はゴマ症発生防止をハクサイの生育及び栄養生理の面か

ら検討した。その結果，今日の基肥重点的な施肥方法は

初期生育を促進するものの，種々の生理障害及び病害の

発生を助長し体内栄養生理的にも極めて異常な状態、にあ

り，さらに生育後半の窒素供給不足が外葉の老化を早め

品質を低下させていることが明らかとなった。その対策

として緩効性肥料 (LP肥料など〉の利用が有効である

ことが明らかになった。

なおハクサイゴマ症とは写真 1に示したように，主脈

部分に黒色小斑点が多数発生するもので商品性を低下さ

せるため，農家経済に大きな影響を及ぼしている。

1. ハクサイの生育及びゴマ症発生に及ぼすLP肥料

の効果

試験方法

1983年春，ハクサイ品種刊ひばり"を用い，露地において

窒素の施用方法の違いによる生育及びゴマ症発生程度へ
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の影響を検討した。窒素施用方法は以下の通りである。

追肥〈定植後日数〉
試験区 基肥

10 日 20日 30日

基肥全量施用 (24) 。 。 。
分割施用 (10) (5) (5) (5) 

LPコート70 16十(8) 。 。 。
単位 kgN/lOa ( )は尿素で施用した

なお，燐酸及び加里はそれぞれ成分として 30kg/10 a 

を基肥全量施用した。

結果及び考察

a. 生育及びゴマ症発生の差異

窒素施用方法の違いによるハグサイの生育については

第 1図及び第 1表に示した。基肥全量施用区(以下基肥

全量区と省略〉では，初期生育は旺盛で，外葉重は重

く，それに続く結球外側の葉重も重かったが株間差が大

きかった。定植55日目まで株重は最も重かったが， 50日

日からの株重増加率は少なく，外葉重の減少〈老化・脱

落〉 も著しかった。一方分割施用区(以下分施区と省

略〉では株重は常に基肥全量区よりは軽かったが，定値

55~61 日目の間でも株重は増加傾向にあった。

LPコート70施用区〈以下LP区と省略〉では，分施

区とほぼ同様の傾向を示したが3 定植50~61 日目にかけ

ての重量増加率は最も大きく定植61日目の重量は基肥全

量区よりも霊く，株間差が最も少なかった。またゴマ症

発生程度は，基肥全量区で最も多く，特に葉重の重い結

球外部で顕著であった。分施により発生程度は大巾に減

少し，更にLP区は分施区のほぼ 1/3，基肥全量区のほ

ぼ 1/5程度と著しく少なかった。

第 1図 ハクサイにおける窒素施用方法の違いが

株重増加〈生育〉に及ぼす影響
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生育に伴う葉位別重量変化について第2図に示した。

基肥全量区では結球外側の葉は大きかったが，成葉数は

少なく，さらに結球内部ほど成葉重は少なかった。分施

第 l表 ハクサイにおける LP肥料の施用が収量

及びゴマ症発生に及ぼす影響

試験区 株重 kg/株 外葉重 kg/株 コーマ症発生程度

基肥全量施用区 2.50土0.52 0.68土0.18 26.6土10.2

分割施用区 2.61::1::0.43 0.61土0.15 17.8土 7.8

LP70施用区 2.85土0.38 0.59土0.10 5.5土 2.0

区では結球外側の成葉重は前者に比べ小さく結球内部ほ

ど成葉重は少なくなったが，その傾向は前者ほど顕著で

はなかった。成葉数は前者よりも多かった。

LP区では分施区とほぼ同様の傾向があったが，その

傾向は益々顕著となり，成葉重は葉位に関係なくほぼ同

程度であった。成葉化に至っていない葉の数は基肥全量

区で多く LP区で最も少なかった。

b. 栄養生理的変化

外葉の変化

窒素施用方法の違いによる，外葉のクロロフィル，炭

水化物及び窒素化合物含量の違いについて第2表に示し

た。クロロフィル含量は単位重量及び 1株当たりではL

P区が常に最も高くなっていた。クロロフィル bに対す

るaの値は定植40日を除いて基肥全量区で少ない傾向が

あったが， LP区と分施区での差異は認められなかっ

た。一方，全糖含量は基肥全量区が最も多かった。分施

区と LP区では定植40日目で前者が， 61日目では後者が

多かった。全窒素は定植40日目では基肥全量区，分施

区， LP区の順に多かったが， 61日目では，その逆とな

り各区の肥効特続のパターンが窒素含有量に反11州当れ

た。そしてアンモニア態窒素は基肥全量区で高い傾向が

みられた。

第2表 ハクサイにおける LP肥料の施用が外葉の

クロロフィル，炭水化物及び窒素化合物含量

に及ぼす影響

クロロフィル 炭水化物* 窒素化合物 mg/gf.w

アンモ
a十b a/b 全糖全炭素硝般態ニア態全窒素

5月10EI (定制40日目)

基肥全量施用 19.6 l.03 6.7 9.0 0.71 0.41 2.96 

試験区

分割施用 22.9 l.02 6.6 1l.6 0.57 0.11 2.59 

LP70施用 29.5 l.02 4.3 7.9 0.50 0.09 2.32 

5月31日(定柏61日目)

基肥全量施用 27.3 0.95 4.3 6.8 0.59 0.09 l.92 

分割j施用 29.4 l. 03 3.8 5.8 l. 05 0.05 2.38 

LP70施用 35.7 l.02 

*グルコースに換算単位mg/gf.w

4.2 5.8 0.96 0.05 2.95 
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第三種郵便物認可 (3) 

結球部分及び株全体での変化

生育に伴う窒素化合物及び炭水化物含量の変化につい

て第 3表に示した。定植40日目では，生育の最も旺盛な

基肥全量区が生育，養分吸収量及び養分含量の面で最も

多かったが，定植61日目では逆に他区よりも全般的に少
曹繁一F

なくなった。特に硝酸態窒素の供給が少なくなり全糖含

いずれも LP区の無機態窒素含量の割合が少なかった。

一方無機態窒素 19当たりの全糖の割合は定植40日目

で基肥全量区，分施区， LP区はそれぞれ 11.9， 20.9， 

24. 5定植61日目で[29.9，22.6， 30.4でLP区で最も高
奇ず

かった。なお61日目の基肥全量区の値が高いのは，窒素

の供給不足によると考えられた。

g 
120 

第 2図 ハクサイにおける窒素施用法の違いが株重構成に及ぼす影響
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量も少なくなった。 LP区では特に結球部分での全糖及

び全炭素含量が多く，硝酸態窒素の供給も最も多く，全

窒素含量も最も多くなった。しかしアンモニア態窒素含

量は最も少なく他の 2区との差異が大きかった。その他

カリウム及びカルシウム含量も最も多かったが，マグネ

シウム含量は逆に少なかった。

ハクサイの重量増加は先にも示した通り成葉化直前の

葉位で最も旺盛である。したがって種々の養分の濃度は

上昇しタンパク合成などの代謝も盛んに行われていると

考えられる。そこでこの区分葉位での栄養生理条件につ

いて第4表に示した。定植40日目では基肥全量区では全

霊素含量に対する硝酸及びアンモニア態窒素含量の割合

が33%であったのに対し分施区では28%と少なく，さら

にLP区では24%であった。定植61日日では基肥全量及

び分施区で52，50%であったのに対しLP区では38%と

aより外側の業は成葉

成葉化じてしまった葉は

その後大きくならない

40 50 

ハグサイゴマ症の発生に直

接関係するキノン類の蓄積を

防止するアスコルビン酸濃度

は定値40及び61日目共に基肥

全量区が最も少なく次いで分

jlf~ lj([用区で， LP区で最も高

かった。

以上のとおり，基肥窒素全

量区では全窒素に対する無機

態窒素の割合が多く窒素代謝

に乱れが生じていると考えら

れ3 さらに無機態窒素に対す

る全糖の割合が少ないことか

ら無機態窒素の有機化のため

の炭素源が不足していること

が推察された。

2. 関連試験結果

ハクサイのゴマ症とは，結

球主脈の表皮上に黒色小斑点

が多数発生する現象のことを

言う。この黒色斑点は，組織

形態学的には細胞内か粒や核

が肥大し，やがて細胞壁から
(内部)

褐色になり始める。褐変は細

胞壁ぞいに進展し場合によ

っては褐変細胞が30程度にも及ぶことがある(第3図〉。

こうした経過を組織化学的観察した結果，斑点発生はフ

ェノール物質との関係が深いことが明らかとなった。か

粒の肥大と同時にグロロゲン酸の存在が認められ， クロ

ロゲン酸の反応が認められる細胞の壁部分にポリフェノ

ールオキシダーゼの反応が認められた。またこうした斑

点発生部分周辺にも，ポリフェノールの反応が認められ

ることから， グロロゲン酸がポリフェノールオキシダー

ゼの働きにより褐変物質であるキノン類に変化したもの

と考えられた。

こうした斑点発生経過は，高温性作物を低温貯蔵する

ことによって生ずる低温障害の発生と類似点が多く，ハ

クサイにおいても高温時に収穫したものを低温 (20C)で

貯蔵することにより，この症状を容易に再現することが

できる。こうした低温障害の発生は，細胞膜の透過性の
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第 3表 ハクサイにおける LP肥料の施用が炭水化物，

窒素化合物及び力チオン吸収に及ぼす影響

g/株
試験区

全糖全炭素 N03-NNH4-N全窒素 K Ca Mg 

5月10日(定植40日目)

基sE全 外業 3. 5 4. 9 O. 38 0 . 23 1.7 2. 00 2. 33 0.22 

量施用 結球薬 3.0 5.6 0.17 0.08 0.6 0.67 0.30 0.04 

合計 6.5 10.5 0.55 0.31 1.9 2.76 2.63 0.26 

分割 外号車 2.7 4.8 0.23 0.04 1.0 1.56 1.56 0.17 

施用 結球業 2.4 3.5 Q.08 0.03 0.4 1. 00 O. 15 O. 02 

合計 5.1 8.3 0.31 0.07 1.4 2.56 2.71 0.19 

L P70 外業 1.8 3.4 0.21 0.04 1.0 1.68 2.14 0.14 

施 用 結球業 3.6 5.1 0.12 0.05 0.6 0.60 0.25 0.03 

合計 5.4 8.5 0.33 0.09 1.6 2.28 2.39 0.17 

5月31日(定値61日目)

基sE全 外業 2.9 4.6 0.40 0.06 2.0 2.66 2.94 0.22 

量施用 結球葉 22 . 3 30.9 0 . 43 O. 50 2.1 2. 41 1. 32 O. 16 

合計 25.2 35 . 5 O. 83 O. 56 4.1 5. 07 4 . 26 0 . 38 

分割l 外業 2.2 2.3 0.61 0.03 1.4 2.91 2.88 0.17 

施 用 結球葉 28.0 33.2 l.16 0.53 2.8 2.66 1.27 0.13 

合 計 30.2 35.5 1.77 0.56 4.2 5.57 4.15 0.30 

LP70 外業 2.5 3.5 0.57 0.03 1.8 2.57 3.40 0.15 

施用 結球薬 32.7 43.8 1.32 0.40 3.7 3.09 1.88 0.13 

合計 35.247.3 1.890.43 5.5 5.665.280.28 

第 4表 ハクサイにおける LP肥料の施用が成葉化

直前葉位の体内栄養生理に及ぼす影響

炭水化物
窒素化合物 mud-w. mud-w. アスコル

試験区 ビン酸

NOrN NHrN T】 N う妥ミ全糖全炭素 μg/gf・w.

5月10日(定椋40日目)

基肥全量施用 0.75 0.36 3.36 17.9 13.2 21.7 26.3 

分割!施用 0.55 0.24 2.84 17.8 16.5 24.0 27.2 

LP70施用 0.50 0.15 2.69 19.5 15.9 22.0 28.4 

5月31日(定植61日目)

基肥全量施用 0.20 0.52 1.56 18.6 21. 5 28.9 14.0 

分割施用 0.56 0.50 2.11 25.8 24.0 34.1 16.1 

LP70施用 0.51 0.32 2.28 22.7 25.2 33.0 18.1 

*ロイシンに換算μM/gf.w

増大，代謝の異常，フェノール物質の集積，アスコルピ

ン酸の減少等を伴う。

ハクサイゴマ症の場合，低温下に貯蔵することによ

り，発生を容易に再現できるものの，この生理障害が問

題になるのは，栽培中に発生程度が著しく増加すること

があるからである。 理

a. 代謝異常 綱轍織

ハグサイの生育は第2図に示した通り外側の葉から順

次成葉化していくもので，一旦成葉化した葉はその後ほ

とんど大きくなることはない。したがってハクサイは成

第 3図 ハクサイゴて症に見られる黒色班点

発生経過

①細胞笠ぞいに、市I!In包内忠良粒が認められる。

②細胞援の禍変が拡大、品IIIIJ包内頼粒及び核の肥大も ~)1:7(する c

褐変*111胞周辺に原形質分自liが認められる c

葉化する以前の葉の重量増加が最も盛んである。

こうした重量増加の最も顕著な部分には種々の養分の

供給) '1去流が認められた。ゴマ症の発生は窒素との関係

が密接なことから 3 硝酸態窒素の動向とハクサイの肥大

及びコ守マ症発生の関係を検討した。その結果を第4図に

示した。

硝酸態窒素は，外側の葉位から順に主脈と葉身に分け

て定量した。葉身は硝酸態窒素の還元部位であり，主脈

は一時的貯蔵部位であると考えられる。

主脈仁|二1では外側の葉位で濃度は高く内側ほど低い傾向

があったO しかしいずれの調査段階でも成葉化直前の葉

位で濃度の上昇が認められた。一方葉身中では外葉の外

側では低かったが，結球開始部分で濃度は上昇しその後

ふたたび、低下したが，成葉化直前葉位で再び濃度の上昇

が認められた。



球現象によるとも言え，硝酸還元力以上の供

給があった場合に，還元されない硝酸態窒素

が葉身中にあふれ，濃度が高くなるのであろ

う。一方成葉化直前の葉位では成葉化に先立

って供給される硝酸態窒素が，それぞれの葉

の還元力を上|互|った場合に，同じく還元され

ない硝酸態窒素が葉身中にあふれでくると考

えられた。

こうした接近あるいは逆転現象は， ゴマ症

の発生程度を増加させるが，発生の多い葉で

は少ない葉に比べ硝酸態窒素，アンモニア態

窒素及びαーアミノ酸含量は高かったが全窒

素含量は逆に低くなっていることからタンパ

ク合成は阻害され，窒素代謝に異常が生じて

いることは明らかであった。

硝酸還元力の決定要因としては，いろいろ

考えられるが，硝酸態窒素の吸収量を調整し

ながら最終的にはタンパクを合成するため

の他の合成系とのノミランスを

とっていると考えられること

から，最も大きな要因になっ

ているのは窒素化合物に対す

る炭水化物の供給量と考えら

れる。一方体内のアンモニア

態窒素の異常蓄積も硝酸還元

力を低下させている。

以上の結果から，硝酸態窒

素の供給過剰は窒素代謝の異

常をもたらしそのことがゴ

マ症発生を助長していること

は明らかである。こうした代

謝異常を防止するためには

体内にアンモニア態窒素が

蓄積しないこと

過剰の硝酸態窒素を供給し
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第 4図 ハクサイの生育に伴う硝酸態窒素の動向とゴマ症の

発生及び生育の関係
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ないこと

光合成が盛んで炭水化物が不足しないこと

が考えられる。

b. 膜の透過性の増大

均一栽培によって得られた20株の 3 結球葉位21~30に

かけての葉を集め3 ゴマ症発生程度別に葉を区分したと

ころ，発生の多い葉は大型でしかも主脈表皮細胞も大き

かった。また同一葉上においても部位により細胞の大き

さは異なり主脈基部よりは先端部ほど細胞は大きく，葉

脈ではさらに大きくなり，ゴマ症も細胞の大きい部位ほ

ど早期に発生した。

50 40 

主脈，葉身中での硝酸態窒素の動向が異なることから

そして結球開始部分では葉身中濃度と主脈濃l度iが;近:接
し，さらにこうした逆転現象もしくは濃度の著しい接近

現象は成葉化直前の硝酸態窒素供給葉位付近まで継続し

た。濃度の接近あるいは逆転とゴマ症発生葉位はほぼ一

致していた。

このような接近あるいは逆転現象は，供給された硝酸

態窒素を十分に還元できないために生ずると:考えられ

た。硝酸還元酵素は光の有無に強い影響を受け，光が当

たらない場合に活性が低下することが知られている。し

たがって結球開始部分での還元力の低下はパグサイの結
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またそれぞれの組織のKイオン漏出について調査した

結果，結球外側の古い葉を除いて，ゴマ症の発生が多い

ほどイオン漏出が多く膜の透過性が増大していることを

示していた。膜の透過性の増大を防止するためには

細胞の異常肥大の防止

リン酸吸収及びリン酸代謝の正常化

ミトコンドリアの呼吸阻害防止

が挙げられる。

C. アスコルビン酸の影響

低温障害によるフェノーノレ物質の集積は，アスコルビ

ン酸の減少によるとされ，低温貯蔵前のアスコルビン酸

処理により，障害発生の軽減化が可能であることが知ら

れている。ハグサイにおいても 200ppmのアスコルビン

酸ナトリウムを噴霧処理することにより，低温障害によ

るゴマ症と同様の症状の発生を軽減することができ，さ

らにハウス内栽培したノ、クサイにおいてもゴマ症発生程

度を軽減できることが明らかになった。

第 5図 アスコルビン酸処理によるハクサイゴマ症

発生抑制効果

2.0J 〈〆¥、
:];J ~~ ~ 無処1/ ¥.""/ ¥ 無処理

| ¥ 平均株重3.0kg

ゴ2.0~10 20 30 

Ë 1. 0~ /~ _j'ゾ L イソアスコlレピン駿
|/ ~- -----......，，-J '¥....... 平均株重2.9kg

生2.0~10 20 そ 40 50 

.O~ 1" γ¥ー/ノ ¥A L-アスコyしビン般

i 'v' ¥ 平均株重3.0kg

結球楽位

処理方法 200ppm証を10徐当り 31散布

定岨桂20、30、40且[150[1[1の各4問処理

また多発生株と少発生株では，前者のアスコルビン酸

含量は少なくなっていた。アスコルビン酸はグルコース

が変化したもので，その含量と正の相関があるとの報告

もある。

3. まとめ

普通化成肥料を用L、た場合，基肥として施用した肥料

は，初期生育は促進するものの，外葉は異常肥大し，老

化脱落が早く，後半の炭水化物の供給不足を招いた。体

内アンモニア態窒素含量が多いことから，土壌中で、の硝

酸化成が抑制されている可能性が高い。さらに結球開始

時において，ハクサイの硝酸還元力が低下してくるにも

かかわらず，窒素吸収量が極めて多くなる。

一方LP区においては，初期生育はやや劣り，後半で

の重量増加が顕著であった。外葉は小型化するものの，

外葉数は増加し老化脱落が少ないことから，炭水化物

含量が多く，また結球開始時の硝酸態窒素吸収が少な

し主脈と葉身中の硝酸態窒素濃度の逆転の程度は少な

かった。こうした傾向には体内アンモニア態窒素濃度が

低いことも大きく影響していると考えられた。いずれに

せよ，体内の全窒素に対する硝酸及びアンモニア態窒素

含量が少なくなることから，窒素代謝は正常であると考

えられ，結果的には窒素吸収量は多くなっていた。

またLP区では，結球開始時の生育は緩慢で、あること

から，細胞の異常肥大によるKイオン漏出の増加は認め

られなかった。また体内のアスコルビン酸含量が多いこ

とからクロロゲン酸やその他フェノール類の酸化を防止

する能力は高いと考えられた。

ここでは示さなかったが窒素の分割施用によってもハ

クサイの体内生理条件は改善されるものの，施用量が

2kg/lOaであっても，条件によっては土壌中の濃度が高

くなりすぎ，窒素代謝に異常をきたしていることが明ら

かとなった。

さらに体内硝酸態窒素の蓄積は， リン酸吸収を阻害

しまた体内アンモニア態窒素ミトコンドリアの呼吸を

阻害するとの報告もあり LP施用の場合はこうした点で

も植物にとって良好と思われた。

以上のような体内生理的変化が総合的にゴマ症発生を

減少させたものと思われ，こうした体内生理条件は，病

害抵抗性にも関係しており，さらに品質も高く評価され

る。
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L Pコート利用による

豆類の施肥合理化

1. 三笠町農協の概要

三笠IlIJ農協は鹿児島県の北西部，鶴の渡来地で女IJられ

る出水市の南，阿久根市の西部，脇本地区がその管内で

組合員 1159名，水田面積200ha，普通畑 400ha，樹園地

100haの小規模畑作主体の農協で笠山 (400m)を背に東

支那海を望む丘陵地帯で年平均気温16.9
0

Cの温暖な地帯

である。

又阿久根長島~天草を結ぶ国道 389号線はロザリオラ

インと称され観光の名所にもなっている。

2. 豆類栽培の概要

三笠町農協(阿久根市脇本〉地区の実えんどう栽培の

歴史は古く，導入は昭和20年代後半と思われ，昭和30年

代には県外市場出荷がされている。

昭和40年代になって，野菜類の振興，安山岩系の肥沃

な土壌条件と温暖な気候，高度技術資材を必要としない

露地栽培であること，原料甘藷との輪作などから急激に

その栽培面積が増加し現在三笠町農協の重点作物に設

定されている。

年度別豆類取扱い実績

単位 tn千円

56 57 58 59 

出荷数量 590 1，260 652 1，076 731 
笑えんどう

販売金綜i329，045 401，601 362，256 427，721 447，229 

出荷数量 181 188 233 369 400 
そらまめ

販売金制 70，213 73，160 103，176 141，549 152，333 

出荷数量 771 1，448 885 1，445 1，131 
合 百十

販売金額 399，258 474，761 465，432 569，270 599，562 

三笠町農協に於ける豆類の取扱い実績は表のとおりで

実えんどうの数量に年度差の大きいのは露地栽培であり

気象災害特に 2"-'3月の霜害による減収が大きく影響し

ている。連作障害の発生しやすい豆類を限られた土地内

での栽培であり当然連作障害が多く発生し気象災害等

同時発生で収穫皆無のほ場も発生した。

グロールピグリンによる土壌消毒によって連作障害の

防止は可能なものの畑耕転~ピグリン消毒~ポリマノレチ

~ガス抜き~施肥作畦，の作業体系の面倒さと，クロル

鹿児島県三笠町農業協同組合

小坂秋美

ピグリンの取扱いが老人女子では難いなどで実えんどう

栽培を中止，又縮少する農家もあった。

昭和56年マルチ畦内消毒法が紹介され，土壌消毒面積

は管理機の導入に伴し、急速に普及し昭和60年土壌消毒

面積は豆類面積の90%に達している。

マルチ畦内消毒の手順

(1) 苦土石灰の散布，耕転

(2) 施肥，作|佳

ピグリン注入，ポリマルチ被覆

(3) ポリマルチ穴あけ，播種

(1)と(2)は7日以上の間隔を置く， (2)と(3)は14日以上の

間隔を置いて実施する。

管理機の導入によって，施肥作畦，パクリン注入，ポ

リマルチ被覆が同時に実施で、き，労力の軽減，注入同時

マルチによってピグリン公害の減少，マルチ効果による

作柄の安定等が図られた。

3. 施肥体系の合理化

実えんどう栽培の体系図

トップ

9F瓦1121 1 1 2 1 3 1 4' 1τ 
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毒支
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ド稜え選
別参

病害虫防除

当地区の実えんどう栽培体系は表で示したとおり， 10 

月播種， 4"':__; 5月収穫のタイプで開花始めは12月中下旬

に始まるが冬期低温のため結実せず，最低気温がお℃以

上になる 2月中，下旬以降の開花が有効花として結実，

収穫される。従って 2月中旬"-'3月の気温上昇が出荷量

に大きく関係する。

露地栽培時の施肥基準は表に示すように基肥+追肥3

回の施肥体系であったが，ポリマルチ栽培の普及により

追肥施用が出来なくなり，追肥分まで基肥に施用する状
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態で開花着爽の時期迄は過繁茂，肥大期，収穫期になれ

J均巴栴切れ司実態ア存正主節友君距天不疋万玄A京すて
なった。

昭和57年度施肥基準

品磁グリーントッ 7'kg/lOa

肥料名 基 肥 追肥 {蔚 考

推 月巴 2，000 (1)成分

ア ズ 、、、 ン 20 
N 11.2 

P 19.6 

苦土石灰 100 K 14.4 

重 焼 燐 20 
(2)追肥

1追 11月上・中旬

えんどう複合600号 60 20 2追開花初め

追肥化成 646号 40 3追着爽期

昭和57年LPコート 140を紹介され， IIB和58年まで2

ヶ年施肥合理化試験を実施した。その結果次の通りであ

った。

(1) L P比が高くなると，初期生育が落ちるが，開花

期以降収穫期迄生育の衰えがなく突入りが良い。

(2) 追肥の必要性がなく省力できる。

(3) L P 比は80~90位が良い。

等の結果を得た。

昭和159年鹿児島県経済連にLP 140タイプによる BB

肥料の製造をイ衣類， 11百杭60年作付ーから豆類全面積に導入

施用している。

昭和60年施肥基準

n'i'，H[グリーントップ kg/lOa

肥料名 基肥 イ席 考

推 IJ~ 2，000 (1)成分

N 12.0 
ア ズ 、、、 ン 20 P 18.0 
苦 土 石 灰 100 K 14.0 

LPコート 140号
出水エンドウ複合284 100 90%入

出水えんどう複合 284号は， LPコート (140)， リン

安，霊焼燐，硫加の原料割合で， N12， P 18， K14%の

LPN比90%のBB肥料で施肥基準表の比較でわかるよ

うに肥料の種類が合理化され，散布労力も省力され，基

肥 1本で初期過繁茂，後期肥料切れ等の心配もなく，収

量も増加して生産者に喜ばれている。現在，三笠町農協

管内実えんどう，そらまめの全面積 140haに面積予約に

よりセット供給している。

官今後関係機関の御協力を得て他の作物にも LPコート

の利用による施肥の合理化を図りたいと思う。

チッソ旭の新肥料紹介
女作物の要求!こ合せて肥料成分の溶け方を

調節できる画期的コーティング肥料・..........

ロンタく被覆燐硝安加里> LPコートく被覆尿素〉

大緩効性肥料一・…・・.CDU

女パーミキユライト園芸床土用資材 与 作Vl号

哨酸系酬のM 断指加里
大世界の緑{之貢献する樹木専用打込み肥料 担.~J\~仙

⑪チッソ旭肥料株式会社


